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学習目標
法的な権利と義務についての一般的な理解を深め、そのための必要な知識を習得し、健全な法的思

考を育成することによって、社会人としての適切な判断能力及び倫理観を養うことを目的とする。

進 め 方

まず法の理解を深めるために必要な法学の基礎的な概説を行い、憲法、民刑事法、現代社会に生活

するうえでよく問題にされる特別法の解説を行う。また実際の裁判例にふれる。適宜プリントを配

布して、さまざまな法現象について考察し、講義をすすめていく。

学習内容

学習項目（時間数） 合格判定水準

１．法の概説(8)

(1)法と社会規範

(2)法源

(3)法の効力と法の適用・解釈

２．憲法と人権(6)

(1)憲法の特徴

(2)自己決定権

(3)プライバシーの権利

法規範の特性、成文・不文法、公法・私法、

時・人・場所への法の適用、文理・論理・拡

大・縮小解釈、私法・公法が説明できる。

憲法の人権の考え方、包括的基本権、私人間適用

問題、人権の規制原理、自己決定権やプライバ

シーの権利とその論点が説明できる。

[前期中間試験]

３．民法と物権(10)

(1)民法と財産法

(2)占有権と所有権

(3)用益物権と担保物権

(4)知的財産権

４．財産法と債権その１(4)

(1)民法と債権

(2)契約

物権と債権の基本的な考え方、及びその差異、物

権の種類、契約の種類、契約の成立要件、契約に

関する特別法との違いが説明できる。

前期末試験

５．民法と債権その２(6)

(1)不法行為

(2)製造物責任法

(3)交通事故と自賠法

６．民法と親族・相続(8)

(1)親族法

不法行為法における成立要件、不法行為一般と特

別な不法行為の視座の差異、不法行為の成立要

件、特別法の特徴が論理的に説明できるか、また

は親族法における婚約、婚姻について、論理的に

説明できる。

[後期中間試験]

(2)親族・相続法(2)

７．犯罪と法(12) 

(1)刑罰理論

(2)犯罪理論

(3)刑事手続

夫婦財産制、相続・遺言に関して法制度や法律上

の論点が整理でき論理的に説明できるか、もしく

は刑法上の犯罪理論について基本原理を踏まえな

がら論理的に説明できる。

後期末試験

評価方法

・評価の内訳は、前期・後期の定期試験で評価する。

・前期試験は、法学の理解に必要な知識を見る。後期試験は、知識に加えて、論理力を見る。

・学習項目ごとの全体評価の重みは、1～3で50％、4～6で50％とする。

学習・教

育目標と

の関係

（Ａ）広い視野と技術者としての倫理観（倫理）

関連科目 公民Ⅰ（2学年） → 公民Ⅱ（3学年） →社会科学Ⅰ（5学年）

教  材 教科書：抱喜久雄編『新・初めての法学［第2版］』（法律文化社）

備  考


